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研究成果の概要（和文）：公共性とガバナンスに注目して、地理思想史研究、社会理論研究、経

験的研究の観点から、近・現代社会の空間編成について検討を行った。その結果、地理思想史

研究、先端理論研究、公共空間と公共性に関する研究においては進捗がみられたものの、ガバ

ナンス研究においてはあまり成果がみられなかった。これらの成果の一部は『空間・社会・地

理思想』13(2010)・14(2011)・15(2012)において公表した。 
 
研究成果の概要（英文）：This study investigated characteristic of the spatial organization 
in modern and present society from perspectives of geographical thought studies, social 
theory studies and experimental studies with special attention to the public and the 
governance. As a result, studies on geographical thought, advanced theory studies and 
public space studies made progress. However, studies on the governance did not make 
advanced. Some results of this study are published in the journal of Space, Society and 
Geographical Thought, No.13-15. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究に先立ち、平成 18-20年度に、科研
費による基盤研究(B)「グローバル化時代に
おける公共空間と場所アイデンティティの
再編」を行った。本研究はこの研究の延長上
にあり、前研究の成果を踏まえて、公共空間
と場所アイデンティティとの関係の再編に
ついて、近・現代社会の空間へと範囲を広げ
るとともに、権力とガバナンスという観点か
らの考察を行おうとした。 

 本研究組織は、1978年以来の伝統を持つ地
理思想史および社会理論に関する科研グル
ープの流れを継承するもので、研究分担者お
よび連携研究者の多くが、これまでの科研費
による研究に継続的に参加し、地理思想史お
よび欧米における社会理論の展開に最も造
詣の深い地理学者のメンバーである。こうし
た豊富な研究蓄積を踏まえて、それぞれの研
究メンバーが、それぞれのスタンスで近・現
代の空間編成について取り組むことにした。 
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２．研究の目的 
 本研究は、公共性とガバナンスのあり方、
およびその近・現代社会における空間編成を、
思想史・理論・経験的研究の三位一体の視座
を通して記述、究明し、現代社会は今後それ
らをどのように再構築すべきなのかを構想
するための基礎的視点と、実践的諸課題の解
決に向けての経験的事例とを、国内外の隣接
諸科学と社会に提示することを目的とした。 
 
３．研究の方法 

上記の目的遂行のために、本研究では、(1)
社会・地理思想史研究、(2)先端理論研究、
(3)公共空間と公共性、(4)権力とガバナンス)
の４つの研究班を設けて研究課題に取り組
んだ。表中、下線を施した研究者は各研究班
の責任者を示している。 

研究班 研究メンバー 

①社会・地理思想史

研究班 

遠城、島津、森、源 

②先端理論研究班 山﨑、中島、今里、山

野(研究協力者) 

③公共空間と公共性

研究班 

堤、大城、福田、神田、

杉山 

④権力とガバナンス

研究班 

高木、山本、水内、香

川、加藤 

 
(1)「社会・地理思想史研究班」では、思想
史的視点から「公共空間」「場所アイデンテ
ィティ」「ガバナンス」等の概念の意味を問
い直す。特に近代日本における文化の「翻訳」
という体験を踏まえ、より普遍的な公共性と
ガバナンス概念の再構築を目指す。 
(2)「先端理論研究班」では、新しい文化・
社会地理学の方法と視座に関する理論的研
究を行う。特に空間スケールの理論化、権力
と公共空間との関係、場所と文化・経済の接
合等の検討を通じて、公共性とガバナンスの
批判的知の構築を目指す。 
(3)「公共空間・公共性研究班」では、変動
著しい都市社会・空間をフィールドにして、
「公共空間」の現在の状況について批判的に
検討する。ホームレス問題や人種・民族問題、
行商・露天商の撤去問題として顕在化してい
る、都市における公共空間の位置づけと役割
に関する問題を、日本、アジア、ヨーロッパ
都市の事例研究に基づきつつ明らかにする。 
(4)「権力とガバナンス研究班」では、ナシ
ョナリズムと抵抗のせめぎあいの場所、記憶
と歴史をめぐる表象の場所、新たな文化的実
践の生成と場所アイデンティティのねじれ、
ナショナルな「場所」の再構築といった問題

群を、基地問題や国境地域などのフィールド
調査の成果に基づいて解明する。 
 
４．研究成果 
(1)研究成果の概要 
 ３年間の研究期間で、社会・地理思想史、
先端理論研究、公共空間と公共性の研究班を
中心として多大な成果をあげることができ
た。しかし、権力とガバナンス研究班につい
ては、権力に関する研究は進展したもののガ
バナンスに関する成果が少なく、当該分野に
おける取り組みが今後の検討課題として残
された。 
(2)研究班ごとの研究成果 
①社会・地理思想班では、近代日本における
空間編成について、伝染病を手がかりとして
空間編成の諸相を明らかにすることができ
た（論文①）。また、郷土をキーワードとし
てその初等教育における出現の起源につい
て新たな知見を得たし（論文③）、筆名の命
名原理に関する新たな知見も得られたし（論
文⑯）、雑誌『旅』を丹念に読み解くことに
より、旅行をという切り口から近代日本の空
間編成の特徴を明らかにした（図書⑤）。さ
らに、兵要地誌を手がかりとして陸軍士官学
校教育における地理的事項の特色について
書誌学的な観点から、その概要を明らかにし
た（論文⑪⑳）。 
②先端理論研究班では、欧米の文化・社会・
政治地理学における先端理論のいくつかを
読み、その翻訳を『空間・社会・地理思想』
に掲載した（論文④⑧⑨⑬⑭⑮⑰⑱）。また、
アンリ・ルフェーブルに関する最新の論考も
表れた（論文⑭）。 
③公共空間と公共性研究班では、日本におけ
るいくつかの都市で事例研究を行った。具体
的には、観光やエコ・ツーリズムという切り
口からの公共空間と公共性についての検討
（著書①②論文⑥）、ホームレスなど脆弱な
人々に視点をあてたインナーシティ再生の
試み（論文○21）、沖縄の基地をめぐる公共性
と公共空間の問題（論文⑦）、農村の空間編
成におけるソーシャル・キャピタルの重要性
を指摘した研究（論文⑧）など、豊富な成果
をあげることができた。 
④権力とガバナンス研究班では、衆議院総選
挙を例として、選挙区再編成後の政党別得票
率の変化について検討し、現代日本における
政治空間の編成にみられる特徴を明らかに
した（論文②）。このほか、上記の成果のう
ち、沖縄における軍事基地の問題（論文⑥⑦）
や兵要地誌に関する成果（論文⑬○22）、近代
都市における政治状況に関する研究（論文
⑨）も権力に関わる内容ではあるが、本格的
にガバナンス論に踏み込んだ研究成果は得
られなかった。今後の課題としたい。 
(3)雑誌『空間・社会・地理思想』の刊行 



本研究の研究成果の一部を、毎年、『空間・
社会・地理思想』第 13-15号として刊行した。 
(4)国際学会での研究発表 

研究メンバーが積極的に国際学会に参加
し、研究成果を発表することも本研究の目的
の一つである。この点についての成果を列記
すると、2009 年度には、第 14 回歴史地理学
の国際会議、世界政治学会などで延べ 10 人
が研究発表を行った。2010年度には、国際地
理学連合地域会議、米国地理学会第 106回大
会などで延べ８人が発表した。2011年度には、
第６回批判地理学者会議、第６回東アジアオ
ルタナティブ地理学者会議などに延べ 7人が
発表した。 
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